	ペット共生住宅研究会発足記念セミナー
＜２００３年１１月２２日（土）　協力：アイカ工業㈱・㈱リフォーム産業新聞社＞

＜講師＞　ペット共生住宅研究会最高顧問・岩瀬晃透
東京動物愛護推進委員、ペット店舗プロデュース・商品開発、ペット関連の

執筆を手がけながらペット関連会社や専門学校の講師として活躍。

＜演題＞

1． 住宅ビジネスの救世主「ペット共生住宅研究会」

2． 社会の流れを読み、販売商品を導入

3． ペット共生住宅研究会はどうあるべきか




・あいさつ

ご紹介いただきました岩瀬です。すでにいろいろなところでペット共生型の住宅ということで講演セミナー、そして実績があるんですけれども、今日はリフォーム（注文住宅）ということでお話しさせていただきます。

実はですね、リフォーム（注文住宅）の新築・既存のところにダイレクトメールを出しますと、ペットを絡めた時、非常にレスポンスが大きかったという結果がございます。

ペットということで切り口を持って行った結果、ペットではないリフォーム（注文住宅）ですとか、ペットは全然絡まない仕事が増えたということもございました。ペットといいますと、分譲住宅（マンション）・賃貸住宅それから新築の戸建て、そして新築集合住宅のリフォーム・管理、そして仲介と、様々にカテゴリーが広がるというわけですが、今日は特にリフォーム（注文住宅）などを中心にお話していきたいなと思っています。

■ペット市場について

まず、ぼくの方で調べさせていただいた新設の住宅地の着工戸数の推移です。戸建て・持ち家・貸し家・分譲住宅と、ある程度行って現状横ばい、皆さんのイメージでは下に行っているのかなと。分譲住宅についても大型のマンションをどんどん建てられていますよね。持ち家、一戸建てですけど、どーんとある。賃貸住宅については相続税対策ということで、これも減っていってはいますがゼロにはならない。分譲住宅、これはちょっと増えていますけど、これは国の政策で資本金のない方や頭金のない方、もしくは若い方にもマンション買わせようということでちょっと伸びましたけれども、相対的な値段は下がってきてますよね。

マンション・戸建てで、どういうリフォームと関係があるのかといいますと、昔よりも戸建ての注文が減ってきているということですね。戸建てからマンションに移ってる方が増えています。

特にバブルが終わってからの大きな問題は何かというと、これは平成５年と平成１０年の貸し家の世帯率なんですけど、平成５年の時、４０代前半の方は、半分以上家を買ってて、貸家に住んでる方っていうのは４０何％です。しかし、平成１０年度になりますと、４０代前半の方は半分以上の方が貸家に住んでるという状況です。これは少子化という問題、ぼくもそうですけど、家を買っても実家があるので家を買ってもしょうがないとか。それから昔は家を買うことが男の甲斐性と言われましたけど、決してそうではなくなってきたと。そういう背景があるんです。じゃあ皆さん、建築会社さんがどのような戦略とられてきているかというと、僕が知ってる住宅メーカーさんもそうですけど、新築戸建てを中心にしていたところを、リフォーム事業へ、要するにリピート顧客ということで真剣に取り組もうという活動になってきてます。それから管理会社さん、特に分譲の管理会社さんがそうなんですけれども、分譲のマンションにおけるリフォームですね。そこで実はペットの提案ということでご相談をいただいたりしております。

それから新築分譲の施工会社さんも、マンションの方をさせていただいていますけれども、入居を促進するためのハードサービス、例えば宅配ボックスだとか図書室だとか、いろんなものを導入されている。どちらにもはっきりと言えるのは、新しいターゲット、ターゲットの明確化、もしくは活用ということが、非常に重要になってくるのではないでしょうか。

で、特にリフォーム（注文住宅）を受ける時、『水周りだけのリフォーム（注文住宅）だよ』じゃなくて、どんなお客様をターゲットとして活動していくのかということになるのです。それで、今日はターゲットの一つとして、ペットというものについてお話していきたいなと思います。

・日本のペット関連市場

まず日本のペット関連市場ですが、みなさんご存知のようにペット関連どんどん売上げが上がっていますね。『ペット市場』ではなく最近は『ペット産業』というふうに言われまして、１兆４千億円市場だと言われています。特にペットも非常に高齢化が進んでいます。小型犬だと１５歳、大型犬だと１２歳ですね。猫だと２０年越えるようなのも多く出てくるようになりました。大きな特徴というのが、医療費が約４０％ということなんですね。ですからこの健康医療・動物の共済保険制度というものを、賃貸住宅・分譲マンションもしくは仲介業者さん・管理業者さんなどでは、ペットの扱える物件には積極的にお受けするという傾向が見られています。

・ペット産業における関連サービス

ペットに関しては、生体販売・ペットフード販売・用品販売・関連サービスというふうにございますが、生体販売が一時期ほど伸びていないです。ただ大きな特徴として、ペット関連サービスがうんと増えてるんですね。例えばトリミングに始まって、ペットシッター、それから出張トリミング、ペットタクシー、ペットホテル、今度はペット幼稚園というのが出てきています。それから最近ご依頼いただいてやっているのがペット用のケーキですね。そういったものが出てきています。先月は吉本ペットグランプリというので審査委員長をさせていただきました。そういうふうにペットに関わるサービスというのが擬人化して、非常に幅が広がっているのです。

・日本の犬猫飼養頭数

では、具体的な数字で日本にはどれぐらい犬や猫がいるかというと、犬は１１５０万頭、猫は８５０万頭と言われています。なんとこれが世界で第２位なんですね。全体の３割がペットを飼ってらっしゃいます。だいたいペットショップで売られている犬・猫の数というのが年間約５０万頭。逆に動物愛護センターで殺されているのが７０万頭なんですね。最近は３５万～３０万頭と言われてますけれども。動物愛護の問題でだいぶ減ってきました。この話はまた別の機会にしますが、非常に犬・猫がペットショップでは大きく取り扱われているということです。産業としましては、ペットフェア・ペット博というものも多く開催されるようになりまして、分譲マンションメーカー、賃貸メーカー、不動産メーカー、建築業者さんまでも参入されるようなところが出て参りました。

■ペットが与える人への効果

実際、どうしてペットが我々人間の社会にとりこまれてくるのかということですね、ペットの役割ということですが。この中で犬・猫を飼ったことがある方いらっしゃいませんか？素晴らしい。６割ぐらいの方がいると。それでですね、まずちょっとポイントになりますが、まずチラシを作りたいということで、おじいちゃんおばあちゃんの写真があります。非常に仲が良さそうですね。ところが見る人によっては寂しい印象を感じるんですね。でも、わんちゃんがいることで全然雰囲気が変わっちゃうんですね。例えば、公園で一人のおじいさんがベンチに座っているシーンを想像してみてください。寂しいですね。ところが、そこでわんちゃんを抱っこしています、猫ちゃんを抱っこしています。いいですね、雰囲気が。声もかけやすくなります。ですからぼくはいつも必ず、「人と動物が一緒にいる写真を使うといいですよ」とアドバイスしてるんですね。断然イメージが違います。で、このイメージというのがどういうことなのかというと、実は人と人の接点とか癒しとかのことなんですけれど、今から説明する内容がその理由なんです。

・人に与えるペットの影響　　＊人と人との接点・人と社会との接点

実際、人間が犬と暮らし始めて１万５千年ぐらい経つでしょうか、コンパニオンアニマル・伴侶動物ですね、それから最近では家族の一員ですね。場合によっては息子さん・娘さんよりも可愛いというお母さんもいるんですけど。まず人と人との接点ですね。これは高齢者の方、特に分譲住宅のデータなんか見ますと、禁止されてるマンションで多いと５５％の方が犬や猫を飼ってます。みなさんお子さんが独立している。禁止ですよ、そのマンション。で、ペットがいることによって、夫婦の会話が弾むとか、散歩に行くといろんな方と知り合っていくというのが社会との接点ですね。
営業のロールプレイング上どうなるのかといいますと、「自分も犬を飼ってますよ」と言うと、お客さんとこ行ってもペットを飼ってる率は非常に高いんですね。４５％ぐらいがペットを飼ってますよ。『相手が犬を飼ってる』『私も犬を飼ってる』で、その瞬間に距離がぱーんと縮まるんですね。そういうロールプレイングが、相手側を管理する時にわかりやすい一つの方法になってきます。そういう形でできるグルーピングが、例えば散歩です。今日は、ハードの説明をたくさんしようと思うので簡単に流しちゃいますけど、一つ一つの接点から膨らまして、グルーピング化というものをしていきます。ぼくも犬を飼ってますけど、散歩仲間のグループが５０人ぐらいいて、お花見をしたりします。

・人に与えるペットの影響　　＊教育
そして、教育。動物飼うと頭がよくなります。知能指数がアップする。ペンシルバニア大学で発表されました。言葉のしゃべれない動物がどういうふうに考えているかを自分の頭の中で活性するんですね。その中で何が生まれるかというと、共感性が生まれます。いじめられてる猫を見て、痛いだろうなとか可哀想だなって、共感性が生まれるんですね。感情が豊かになるんです。いわゆる情操教育ってやつですね。文部科学省がペットと教育を見直しています。NPOの『ヒューマン・アニマル・ボンド・ソサエティ』といいますが、行政と一緒にペットを使った情操教育・知能の活性といった活動もさせていただいています。

・人に与えるペットの影響　　＊動物介在療法
それから、動物介在療法ですね。例えば、肥満のお父さんがわんちゃんのお散歩に行く、または四十肩のお父さんがボールを投げて犬に持って来させる、一人で運動するよりも楽しいし、肩のリハビリにもなりますね。これが実際に身障者の方のところに連れて行くと、動物の散歩をするために立ちあがったりとか、声をかけるために声を発するようになったということが、医学的に証明されています。すでに日本では、『ヒューマン・アニマル・ボンド・ソサエティ』の副会長が熊本で高野動物病院というのをされていますが、実際に動物医療ということをされています。獣医師界でも、『コンパニオン・アニマル・アシステッド・プログラム』とか『パートナーズ・プログラム』といって、ぼくも参加させてもらってるんですけど、動物病院の獣医師会でも、こういう動物介在の効果というものをすでに実践していると。例えば、高齢者の老人ホームに行ったりしています。それからあとは動物飼うと、人間も動物も心拍数が落ち着きますね。血圧も安定します。これは、医学的に証明されてるんですね。

・人に与えるペットの影響　　＊癒しの効果
特に会社からイライラしながら帰ってきたお父さんに、家族の誰も出てこないけど、わんちゃんだけが出迎えてくれてくれるというケースが非常に多いです。そうすると、わんちゃんがいることによって癒されますよね。で、最近の動物の癒し効果で１番多く使われたのがハムスターなんですよ。これは独身女性の方が多いんですよね。ハムスターとかうさぎを飼われる。手間もかからない鳴きもしないということで非常に流行りました。ですからここに書いてありますけど、社会背景、高齢化ということによっては人と人との接点、お子さんの代わりというのもありますけれど、社会との接点、少子化、情操教育・頭脳発達というところに非常に効果を発揮する。それから核家族化には癒し効果ですね。そういうような動物介在行動という問題でメリットが発生されるということになります。ですから、例えば高齢者用のリフォーム（注文住宅）は、実はペットと重なります。単身女性にも身障者にもお子さんにとってもペットは良い、特に最近の核家族・少子化ということで新婚世帯でもはじめからお子さんを作らない方がいらします。ぼくの友達でも子どもの代わりに大型犬を飼ってます。賃貸もそうですし、リフォーム（注文住宅）もそうですし、すべてにそうなんですが、ペットというのはどういう層に持っていってもミックスできるということになります。

・犬が与える人への効果

これは、高齢者とか身障者のところに行って活動をしてるという写真です。これは長野のハローアニマルという動物愛護センターなんですが、職員がお子さんに動物の接し方、担当の獣医さんがご家族単位で動物についてのレクチャーをしてくれます。こういう教育をすでにしてるということですね。それからこれは最近、『身体障害者補助犬法案』っていうのが施行されました。公共の乗り物や場所では、盲導犬・聴導犬・介助犬の入場を拒んではいけないということになってます。これが盲導犬の例としてあげましたが、パピーウォ－クといいまして、わんちゃんが大きくなって訓練を受けてる写真ですね。これは財団の日本愛護協会、ぼくはここの推薦で東京都の動物愛護推進をしていますけど、家族と動物の写真というのを使っていこうということになっています。有名なところでは救助犬ですね。これは阪神大震災の時に非常に有名になりましたけど、探索をしたり、水難救助ですね。こういう団体さんやＮＰＯも増えてきていますね。もう一つは、動物との楽しみ方というので、ただ家族の一員だけじゃなくて、一緒にスポーツをする、有名なところではサーフィンをする犬とか川下りをする犬がいますが、１番多いのがアジリティっていう、いわゆる犬の運動会、フリスビーやフライングディスクですね。アメリカではこういうのがどんどん最近増えてます。競技会もしくは草野球ならぬ草アジリティーというものがいろんなところで開催されるようになりました。で、ペットとの関係はこれからどうなるの？家族の一員になるよ、老後のパートナーだよ、子供の情操教育だよ、と。今言ったような内容は医学的とか科学的ではなくて、感受性・感性として一般の方が同じようなことを感じていらしてるんですね。

■ペット市場とターゲットミックス

さてここで、ペット市場とターゲットミックス。実はペットというのはどんなターゲットもミックスできます。２０１０年になると６５歳以上の人が２５％を超えるという時代になります。その高齢者関係のビジネスというのはどこにいってもできますね。これを公約数型市場と私は呼んでいます。実はペットもそうなんですね。ペットを飼いたい、もしくは飼ってる人というのは６０数％いる。これはアメリカのデータと同じなんです。アメリカでペットを飼っている人が約７０％弱いるんですね。やはり同じ人間なんでしょうね、アメリカ人も日本人も。ペットに対する要望のデータというのがほとんど似てるんです。ですからこのペットというのは都会だけではなく、地方に行っても通用するんですね。この高齢者とかペットのような公約数型市場。あとは地域特性型市場と言ってますけど、学生さんですとか、外国人、東京なんかいいですね、学生さん、数少なくなりませんからね、学校があれば、全国からみえてきます。あとは外国人。最近はバブルがはじけて、外国の証券会社、銀行系の方々がよくお見えになってます。これを見ればですね、地域特性というマーケティングも重要になるんですが、公約数型市場ということですから、どこへ行っても通用しますよということで、安心して導入されるターゲットになりえるということが言えると思います。これが一つですね。

・ペット対応型≠ペット同居型

これはどういうことが言いたいかといいますと、ペット同居型というのと、ペット対応、もしくは共生という言葉があるんですけれども、実はペット同居というのはペットと住んでる方だけをターゲットにしている例が多いんです。これで皆さん失敗するんですね。実はペットというのはターゲットミックスができるターゲットなんです。高齢者、こういう外国人も含め、こういうものと上手くミックスできる。ところがペット同居型、よくあるのが賃貸住宅です。戸建ての賃貸住宅もしくは分譲マンションですね、ペット飼ってる方だけがここに住めますなんて言っちゃうと、ペット飼ってない人はみんなターゲットから外れちゃうんです。実際にペット飼ってる方１／３、ペット飼いたい方１／３、ペット飼わない方１／３と分けた場合に、せっかくペット対応型ですと１から１００まで全部ターゲットになるんですけど、同居型にすることによって、ペットを飼わない方を切り捨ててしまうというようなことになってしまいます。ですから、ペット同居型と言うよりも対応型。不可能なところをペットにとれますよ、と。これは賃貸とか分譲の話ですけれどもね。で、共生型というのはもっとレベルが高くて、本当に社会と動物の共生、人と人との共生まで考えていきましょう、最近まで言えば地球との共生、地球環境まで考えるというのが、共生住宅ということになります。ターゲットミックスの効果的な活用をしてくださいということになります。的確なマーケティングと的確な把握でターゲットを見つけていきます。的確な入居なり販売促進、ターゲットに即した諸サービスとか販促ということになるわけですね。

■ペット市場と社会背景

ま、これは集合住宅の例ですけど、ペットを飼わない理由はさまざまございます。中ではですね、一番、ペット共生住宅にできる集合住宅に住んでる方の理由では、「集合住宅で禁止されているから」というのが実は２５％以上です。これちょっとデータが古いです。新しく調べれば調べるほどこの数字がどんどん上がっていきます。で、今まで集合住宅で禁止されてるからといった場合に、飼ってる人どうなの？って調べた場合にですね、東京都の方で調べますと、だいたい１７％ぐらいの方が隠れて公団で飼ってるというデータが出てます。

で、これ集合住宅に入れてしまいましたけど、まあ需要というものがですね、ペット共生型の需要というのが集合住宅の例ですけれども、他に比べて日本は非常に少ないんです。東京だったら５（％）～１０（％）しかないんですね。どういうことかというと、ペットと暮らせる家というのが、日本においてはまだ認知されきれてないんですね。集合住宅もそうですし、新築の住宅もそうですし、それからリフォーム（注文住宅）についてはもっとそうです。ペットと暮らすにはどうしたらいいかというものが、どこにもないというのが実情なんですね。

それからペットというものは需要が非常に拡大しております。伸びてる産業です。この産業を皆さんのビジネスに取り込みましょう。ペットというのは、供給不足であり、認識不足です。それから世論の同意とありますけれど、ペットを飼うということが、非常に世論的には認められるようになってきました。ということはどういうことかというと、ペットというのがターゲット市場になっていくんだよということが言えるわけですね。

・ペットに対する世論

あの、世論を集合住宅でとりますとですね、集合住宅でもですね６０％ぐらいの方がペットを認めるべきといった結果がアンケートで出てるわけですね。で、ここで集合住宅。マンションから始まって新築住宅。積水ハウス、ナショナル住宅さん、だんだん増えてきていますね、「ペットと暮らせる新築住宅いかがですか？」って。それから旭化成さんもそうですね、ビッグネームの会社は皆やってます。大和ハウスさんもそうですね、大成建設さんもやってます。新築住宅のみならず、リフォーム（注文住宅）、集合住宅、一戸建住宅、すべてペットを絡めていこうという形をとっているんですね。

・ペット飼養にかかる費用

実はですね、ペットというものを飼うには非常にお金がかかるんですね。ここで、ワンちゃん飼ってる方いらっしゃいます？そちらの女性の方、わんちゃん何飼っていらっしゃいます？ミニチュアシュナウザーですか。さっき出てきましたね。一匹飼うといくらかかるか知ってます？一生で。どのくらいだと思います？７５０万と言われてます。一匹飼うと、飼ってから死ぬまで７５０万。大型犬飼ってらっしゃる方いらっしゃいます？大型犬ですと、場合によっては１５００万ぐらいかかります。ね、非常にお金かかるんですね。で、例えばペット飼ってる方の意識って、ぼくなんかもそうですけど、汚い家でペット飼ってるのってホント昔の話です。ペット飼ってる場合って何を望むかというと、高級志向者って結構多いんですよ。汚くない、利便性とかですね。後で出てきますけれど、そういう問題ですね、昔のイメージをとっばらってもらった方がいいですね。積水さんがテレビでやってるのもやはり高級志向層ねらいですね。で、だいたいリフォーム（注文住宅）で家を直すのには、地主さんがいたりするんですよね。先ほどロールプレイングでペットで仲良くなるという手法をとった時に、地主さんで非常にペットを飼ってる方が多いんですね。その方と仲良くなって、リフォームでも戸建てでもなんでもいい、そうするとマンションからいろんなことに繋がっていくということになります。

先ほどのお話にもありましたけど、朝散歩に行ってお友達になったとこが、高齢者の方が多くてですね、いいとこの社長さんですとか地主さんが多いという傾向があります。あと、独身の男性の方覚えておいてください、わんちゃん連れて朝散歩に出かけると逆玉にのれるかもしれない。

■ペット飼養の問題点と対応

実際に具体的なペットの内容に入って参りますけれども、ま、ペットの問題というのは様々こざいます。鳴き声問題、吠え声の問題、糞尿・排泄、ごみ処理の問題、これはペットシーツですとか、猫の缶詰ですとか、猫のトイレの砂とか、こういうごみの問題。それから抜け毛の問題ですね、で、こういうのを含めて４大クレームというわけです。抜け毛を抜かすと３大クレームですね、その他、歯や爪による傷、それから第三者に対して危害を加える、それから臭いの問題、そういう他の問題等々が出てきます。

・建物損害・資産損害、近隣環境破壊について

で、これをポイントにまとめますと、まず、建物に対する損害というものが発生するんですね。臭いもそうです、アンモニアが染み込んでしまうとか、爪や歯による傷がついてしまいます。建物損害とか資産損害と言ってます。それからもう一つは近隣環境汚染ですね、いわゆるペット公害と言われるものですね、一番多いのが排泄物です。あのう、ミニチュアシュナイザーとお散歩に行かれますか？お散歩は何の為にいきますか？お散歩には排泄に行かれる方がほとんどなんです。みなさん男性の方、わざわざトイレするのに外に行かれる方いないですよね、立ちションしませんよね？我慢できなくなった時ぐらいだと思います。ところが、排泄をさせるために散歩に行くというのが、実は今トラブルになっているんですよね。これは基本的にせっかく排泄に行った場合には、おしっこしたら必ず水をかけて帰ってきます。猫と犬の違い。動物行動学の話をすると非常に長くなってしまうんですけど。それから、ウンチとか排便を取ってこないと、都道府県条例によって、罰則規定がございます。そういうのを訴えられるとお金を払わなくちゃいけないよ、ということがあるんですね。

ま、こういう問題があるんですね。で、そういう問題をどういうふうに解決するのか。設計・素材・設備・施工・工法。どんな設計をしたらいいのか、どんな素材が必要なのか、どんな設備を入れたらいいのか、どんな施工をしたらいいのか、どんな工法をしたらいいのか。そして、今はペットの行動からの問題点ということで、建物損害・資産損害、近隣環境破壊、これ実はこれさえできていれば賃貸住宅はＯＫなんです。別に何も問題ない。原状回復の問題とか補修費削減の問題とか。

■ペットにも家族にも快適な住まいの考慮点―利便性
ところがですね、これから重要なんですよ今日のテーマ、リフォーム（注文住宅）というのは何が重要かというと、この利便性なんですね。飼い主さんの利便性。大型犬飼ってるのと猫飼ってるのじゃ違うんですよね、作り方が。大型犬、「ぼくは４ＷＤで海に行くんだよ、だから駐車場大きくしてくれよ」っていうのがあるかもしれない。「ぼくはいつもトリマーに出してるんだけど、本当は家でやってあげたいんだよ」、じゃ、トリマー設備をつけてあげるってことになってくるんですね。で、犬は平面で飼う、猫は立体で飼う。じゃあ、「うちは猫飼ってるんだけど、猫部屋つくりたいんだよ」。ぼくもやりました、猫部屋。ボブ・サップ出てから猫部屋が増えたこと。知ってます？ボブ・サップって。猫、二・三匹飼ってるんですね。で、アメリカに帰ると自分の猫用の部屋がある。こういうのをリフォーム（注文住宅）でもやりだしてる。

・お客様の気持ちを理解した提案

「あなた、猫の部屋ってつくれるんじゃない？」。わがまま、満足。それからもう一つはペットの安全性なんですね。で、例えばですね。床がすべるよということで、ワンちゃんの足が滑って困るよといったような場合に、リフォームの前の賃貸だったらカーペットにすればいいんですよ、絨毯ひけば済んじゃう。ところが、リフォーム（注文住宅）する人はそれじゃ納得がいかないんですよね。フローリングで滑らないようにしてくれ。ちゃんとこういうのでこういうふうにしてくれって、要望が高いです。で、実際の賃貸の人たちは自分たちの工夫で我慢するんですね。実は多くのハウスメーカーさんは、賃貸住宅はできるんですよ。ハード面と近隣環境保護というものだけをクリアーすれば。とくにできているのは、だいたいは資産保護だけなんとかすれば、大家さんはお金出して賃貸住宅建ててくれる。ところがリフォーム（注文住宅）、これが難しいんですよ。飼い主さんとのコミュニケーション、飼い主さんの気持ちを理解して良い提案をしてあげるっていうのが、できない。だから、いろんなテレビで宣伝していますけれども、新築でパッケージしてで、言ってるだけです。ちょっとした設備をつけるだけ。本当に望んでるのは、こういうふうにしたい、ああいうふうにしたいというのを理解してあげて、良い提案をしてあげることがリフォーム（注文住宅）の近道。で、例えば、今まで５年７年前までに建てたところというのは、今日はアイカさんの商品ご紹介しますけれども、そういう商材なかったんですね。で、リフォームっていうと、１５年・２０年っていうターゲットだったものが、ペット飼ってるところは、場合によっては、１年２年で、まあ金額は別としてリフォーム対象者になってしまうでしょ。「傷のつかない床ができました」「洗える壁があります」とかね。「こんな設備できました」そういうような形で、建ててもらって離れたお客さんをペットというだけでずっと引き止めることができる。いつかリフォームするぞ、ってね。そういうハウスメーカーさんもあります。あのセミナーじゃないとこだったら、どうやってるかっていうお話もできるとも思いますけど。

・提案の凡例

まあまとめると、ペットによる資産に対する損害対応というリフォーム方法。それからペットによる近隣環境に対する損害対応。これ一番いいのが鳴き声です。「うちの子、鳴いて困るんだ」。だいたい躾で直っちゃうんですけどね。躾で直してる間に周りのドアにのぼって激しくなる。言われて、相談する、ぼくのところに。言われてから躾教室に行ってもね、その間に周りの方との近隣トラブルがどんどんどんどん大きくなっていっちゃう。じゃあ、その代わりにハード的な解決方法を提案してあげなくちゃならなかったりします。それから家族とペットの利便性と、今言った満足感ですね。ぼくの今まで一番ハードっていうかお金使った方っていうのは、鳩いっぴきで６畳ですね。鳩いっぴきが最低３００万。超お金持ち。鳩大切にしてる。そんな方もいらしました。それで最後はペットの安全性。「どんなのがあるの？じゃあ、ベランダどうなの？階段どうなの？台所周りどうなの？」って話になって参ります。

・具体的導入例

じゃあ、具体的なお話ですね。じゃまず資産保護という問題にいきますと、一番大きなこのクロスですね。原状回復の問題がありますけど、通常は洗えるクロスか、もしくは傷に強いクロスを導入されるケースが多いです。で、工法という問題になりますと、上下張り分ける・横ばい工法、見た目もアップします。賃貸住宅であれば、家の促進にもなりますよね、二重の効果をもたらします。で、次としては目地のコーキングですね。こういう壁と壁、壁と床の間をコーキングする。で、注意することは尿の躯体への進入防止をしてください、張り分けによる部分張替えの対応。傷ついたところだけ直したらいいですね。低コストで済みます。洗えるクロスでしたら張り替え無用になりますね。１０年間保証してくれるクロスもあります。で、これってペットじゃなくてもいいんです。お子さんの落書きにもいいんですね。

これは腰壁です。簡単に汚れが落とせます。マジックだろうが、クレヨンだろうが、全部落とせます。それから傷がつかないですね。後でアイカさんの方でご説明いただきますが。で、犬とか猫というのは同じ方におしっこするんですね。マーキングって言いますが。で、中には猫と犬を一緒に飼ってますとね、猫がおしっこした上に犬がまたおしっこする。腰壁を使いますと、尿も当然そうですし、部分補修で後の補修が低コストで済む、見た目もすごく良くなる、傷からも守ってくれる、クロスの張替えも少なくて済む、落書きや汚れも落とせる、ペット以外にも快適ですよ。車いすのかたがぶつかっても安心ですよね。身障者・高齢者・お子さんにもいいよということです。

・猫の場合

で、注意しなければいけないのが猫なんですよね。で、猫は爪とぎをします。で、猫は高いところに登りたがるんです。ボブ・サップの場合もそうでしたけど、じゃあ、猫は高いところに登らせてあげる、というとストレスも非常に軽減するんですが、通常こういうキャットファニチャーというとですね、こういうところで爪とぎできるように工夫されてるんですね。ところが、横、こういうところのクロスがデコボコしてると、こういうところにも喜んで爪とぎしちゃうんですよね。じゃあ、どうするのという話になるわけです。ぼくがいつも提案するのは、この上まで残してねということです。クロスだけじゃないですからね、猫は、クロスの下の合板までガリガリになっちゃいますからね。大変なことなります。それを埋めてまた補修するなら、最初から見た目もよくてカッコいいリビングにこれを置いてよ、という形になるわけですね。この置き方という問題。いいのは部屋つくっちゃうことですね。

・ペット対応の床

床についてもですね、傷がつかない同時に滑らない。今、滑らないワックスというのがあるんですね。また、床全部をペットのために絨毯にしたいという方がいます。まあ適した素材を使ってください。防水・高硬度・遮音。実際に１階２階でうるさいよという場合にでも、遮音用のものがあります。

・ペット対応の階段、カーペット

同じように階段もそうですね。こういう収納棚も全部傷のつかない。猫ちゃん、わんちゃん、こういうところでガリガリしますね、傷がつきます。階段なんかも登り降りする時に傷がつきます。で、こういうペット用のタイルカーペットを引くケースが多いです。で、階段は角の部分まできちっとつけるというものですね。一番良くないのはですね、ループ状のものは絶対ダメですよということです。当然爪が引っかかってしまうんです。

・ペット対応の玄関・ゲート
それから、よくあるのが市販のものを利用するということですね。ペットゲート。玄関から逃げないとか、階段から落ちないとか登らないとかいうことになるわけですけど、玄関・階段・キッチン等々への取り付けができるようにしてあげるとか、もしくは、はじめからこれをとりつけてしまうという方法がございます。玄関から脱走しない、お客さんが来た時に飛びついてしまう、もしくは台所に入ってこれない、子供もペットも一緒なんですね。でも、結構つけられないお家があるんですね。なぜか、昔はスパンが合わなかったんですよね、歩中が、ですから歩中が広すぎて市販のものがつけられなかったわけです。こっちにあるのは輸入物です。あんまり目にしません。ペットショップでも売ってないんですね。こういうのをスライドで作ってあげるのも一つの方法かなと、いうふうに思います。それでドアにしてしまうと、ペットが見えなくなってしまうので、引き戸っていうことで。ドアっていうのは避けたいわけですよね。ペットが特にリビングから見えるというふうにしたい飼い主さんが多いです。それから、ペットが出たり入ったりするドアですね、基本的な設計上の考え方としては、ペットは自由にどこにも出入りできないようにすることなんですよね。そして、出入りしていいところだけを、出入りをさせてあげるというのが基本の考え方です。どこでもなんでも自由に出入りさせちゃったらですね、「うちの桐のタンスはどうなっちゃうの？」とかですね、危険な場所というのがあるわけですよ、洗濯機だとか。洗濯機の中に猫がいて、回しちゃって死んじゃったという事故もあれば、猫がお風呂場で溺れて死んじゃったという事故も実際にありました。ですから、どこに行かせて、どこに行かせないか。必ず、基本的にリビングにいるんであれば、一人だったら非難できる、その部屋から非難できるための出入りなんですね。

・ペット対応のドア
夏場にですね、部屋が暑くなってしまって、熱射病になってしまうというケースがあります。ペットショップに行きますとですね、こういうの売ってるんです。ところが、市販のドアだと取り付けられないんですね、一般の方だと。だから気が利いたペットショップさんだと、これ売ってるんですよペット用のドア、ところが施工できないんで地元の大工さんと提携してます。でもだいたいこれとりつけるためにドア全部新しいものに代えたりした方が早いんですけどね。なぜかというとドアの中身がスカスカだからです。付けられない。アメリカは１枚板のドアだから付けられると。日本のドアはほとんど無理ですね。

・猫についての注意

あとはですね、外と中の出入りができるものをとりつけるというものがありますね。猫については、２００５年の法律改正でたぶん「半放半飼」、半分外で飼うというのはですね、基本的に禁止にされるか、かなり厳しい取り締まりに変わってくると思います。というのはですね、ＳＡＲＳがうつる、猫同士の病気がうつる、それからノラ猫が増えてしまうという様々な問題があるんですね。メスが発情するとオスがどんどん集まってしまうと、いろいろな問題があります。その辺もお時間があるときに詳しくお話できればなと思っております。

・ペット用の小屋

で、これはですね、庭にペット用の部屋を建ててしまったという例ですね。だいたいこれ、旦那さんとペットの居場所になるわけですけど。あとはですね、鳴いてうるさいケース。外で飼ってて家ではもう飼えないよ、と。実際これは河合音響システムさんの防音のものなんですけれども、トラブルになったところにぽんと建ててあげたりというケースですね。

で、これがだいたいペットホテルで採用されているものですね。周りから言われて困ってしまったという時に、これをホテル、ペット用ホテルで設置してるところもあるんですけど、ペットの部屋そのものを防音部屋にしてしまうという。私の知ってる方で、周りからうるさいって一戸建てなんですけどね、毎日毎日言われて、最後にやったのがこの防音設備にするという方法でした。

・ペット用ウッドデッキ

あと、このウッドデッキですね。これは、あまりよくない。なぜかというと、ウッドデッキこんなことやっていると腐っちゃうでしょ。ちゃんとした処理しないと。ここが重要です。いろんなウッドデッキありますけど、防水とかですね、雨だけじゃないですね、シャンプーがかかるわ、リンスがかかるわってことがあるんですね。あと、毛がとびますから目地の問題とか、排水の方法とか、お湯が出るのかどうかとか、そういうのを考えて作られるということですね。

あと、ペットを外に置く場合、日陰を必ず取れるようにしておくということがポイントになります。ペットをよく繋ぎっぱなしで外に出してる人がいるんですよ。犬で、日当たりに。だいたい熱射病になってしまいますね。熱射病になったらどうすればいいか知ってます？当然通風があって、日陰のところに連れていくわけですけど、アルコールがあるとアルコールを体にぬってあげるんですね。熱が逃げていきます。

・ペット専用設備について

オリジナルというか、専用の洗面化粧台。実際普通のものですと、こういう散水防止板が売られてますから、それつけるだけでだいぶ効果が違うんですけどね。あとは、洗面台の施工の方法、水が飛びますんで、目地の問題とか腐敗の問題とか、それから毛の問題とかありますね。一番簡単なものはホームセンターで毛の流れを止めるやつを買ってきてつけてあげるというのがあります。また、シャワーの手元スイッチがあるものは、お風呂場で洗う場合は便利ですね。それから、こういうような台所の壁面もやっぱり油と動物の毛がくっついてしまって取りにくくなったりとかってこともあったりします。

・犬の場合

あとは、よくあるのが、ペットのリードフック。これ一番気をつけて欲しいのがですね、棒状のものは絶対やめてください。Ｔ字になってるものとかですね。これが、お子さんの目にささってる事故があります。リードフックがあると、そこに犬をかけて、鍵を取ったりとかいろんな作業できるでしょう。でも、必ず輪っかにしてくだい。実際事故がおきてますから。

で、あとは足洗い場とか、リフォーム（注文住宅）でやる場合はオリジナルで作ったりすると思うんですけど、必ずお湯が出ないとだめですね。で、寒冷地で本当にあうのかっていう問題もありますけれど。これ、市販であるんですけど、お湯も出て。ただし、洗ったら乾かさないとダメなんですよ。せっかく洗ったのにどうしてだかというと、また犬が汚れてしまう、足なんかぬれると気にするんですね、ですから、どういうとこで洗うかというと、リフォーム（注文住宅）の場合、ぼくだったら洗面場で洗う、お風呂場で洗うという方法を提案しています。外に散水栓があると何がいいかというと、犬は汗をかかないですから、散歩に行く時水を持っていく、もしくは帰ってきたらすぐに飲ませてあげられる、そういうのに便利ですね。それから散歩行くとおしっこしますよね、ペットボトルに水入れて持って行ってそこにかけてあげる、そうすると周りの方との人間関係が非常にトラブルになりにくいという効果があります。

それから、ペット飼いますと必ずものが増えます。お散歩ボール、トイレ・サニタリー製品、おもちゃが増えていきます。特に玄関のところに、お散歩道具セットなんて置いておくと非常に便利ですね。

・ペット用トイレについて
それからペット用のトイレよくありますね、リフォーム（注文住宅）でつけてくれって。これ外で犬飼ってる場合は、汚物流しというイメージだったらＯＫです。で、行政指導によってですね、実はこれを人間のトイレに流していいですよ、ペットとのものを人間のトイレから流してください、東京都の指導です。これが都道府県によって、行政指導によって違いますので、安易にペットのトイレはどこにでもつけられると思ったらそうじゃない、というのを頭の中に入れておいてください。で、特にですね、猫の砂が混じった場合というのは流せないところもありますし、必ず燃えるごみに出してくださいというところもあれば、燃えないごみにだしてくださいと、いうふうに言うところもあります。滋賀県なんてですね、絶対ペットの糞をトイレに流したらいけないんですね。琵琶湖があります。生ごみで出してと。宇都宮は燃えるごみでだしてと。違うんですね。で、何よりもですねここで一番注意していただきたいのが、もしお客さんでトイレを作りたいよという場合には、すぐこういうパターンじゃないものがあるんですよ、ペット用のトイレを平にしといて水に流せるものが。で、だいたい飛沫（ひまつ）感染・空気感染で、公衆衛生上の問題・責任というものが発生することがありますので、外にトイレをつくりますと管理が大変になります。それから戸建てのお客様の場合は、浄化槽なのか下水直結なのか、浄化槽の場合は浄化槽でまたいろいろ、猫の砂を流すよといった場合にも、猫の砂によってバクテリアを殺してしまうということが現実にあります。

・台所まわりについて

それからですね、カウンターキッチンの手すりの部分に猫がよく登るんですね。実際にあった事故は水道のところですね。引き上げ式にしてください。上から落とすと、これで猫が乗って、ずーっと水が出っ放し、床がびしょびしょで、下がパーマ屋さんで損害賠償３００何十万払った事故もありました。注意してくださいね。

それと、手すりの部分で、木をつかってる場合がありますよね。これね、悲惨です。ボロボロになります。木はやめましょう。あとはですね、こういうカウンターキッチンの場合、動物が入らない仕組み、引き戸をつけてあげる、もしくはこっから上は動物は絶対中に入らないようにしてあげるというのが重要です。で、ロールカーテンつけると、主婦の場合って中の台所が見えなくなるんでお客さんが来たとき非常にメリットがありますよ、ということになるんですね。

あとはですね、ガスコンロなど、動物に着火させない、ガスが出っ放しにならないようなものを使っていただきたいと思いますね。あと、よくある質問で、コンセントの位置というのがあるんですね。これ上に上げる必要は何もないんですね。なんで上げなきゃ行けないかという状況の一つに、動物がここにおしっこをかけた場合感電するからというのがあるんです。じゃあ、赤ちゃんとかいるんだったら皆始めから上に上げとけばいいんですよね。じゃあ、今どうしているの？というと、コンセントカバーつけてます。逆に上にあると、使い良い場所はいいですよね。トースターを使うとかコーヒーメーカーとか電話とか。でもなんでもかんでも上にあげちゃうと非常に今度は不便になります。ぼくが言ってるのは膝元の高さ。バリアフリーをベースにしましょう。もし、そういうわんちゃんが心配ならコンセントカバーをつけましょう。

・防虫対策

で、動物飼う時に気になるものが昆虫。まあ、いわゆる虫ですね。ダニとかノミ。で、一般的にはゴキブリって言われてます。で、今アイカさんで持ってる商材でピレスロイドというものが入ったボードがあるんですね。これはなぜ良いかというと、ペットショップに売ってるノミ取り首輪やノミよけ首輪と一緒なんです。しかも、動物用医薬部外品の方なんです。舐めても無害です、大丈夫ですというものなんです。で、劇薬の方を使いますと食品の棚とかには使えないんですけども、特にペットショップの場合はなんでいいかというと、犬とか猫、特に猫、２頭で飼ってる場合とか自分の体を舐めた場合安全なんですね、これなら。犬の場合は体温調節をするために呼吸をするんですね、猫はどうすんの？、人間が汗をかいて発汗するように、体をなめて唾液で発汗させるんですね。体温調節するんですね。だから、猫は非常に体を舐めます。で、２頭の場合でも体を舐め合うんですよね。で、その時にノミとり首輪、劇薬をつかうと危ないんですね、だからこのピレスロイド系を使ってます。それと同じものをいれたものですね。こういうものを使っていただくと、ノミ・ダニなんかがカバーできるようになりますということです。

だからこういうのはペットじゃなくても全然問題ないですね。ペットにも応用が利くという、ペットにも使っていだきたいという商材だと思います。

・その他

その他ですね、まあいろんな提案があります。玄関はどうしたらいいの？お風呂場はどうしたらいいの？テラスはどんな提案があるの？キッチンはどうしたらいいの？ペットの居場所はどう作ったらいいの？浴槽はどうやったらトリミングルームに変えられるの？浴槽での毛の問題やドライ乾燥の問題はどうしたらいいの？っていうものがたくさんございます。で、今日は本当にちょっとしかご紹介できてないんですけども、こういう提案をしていただくとリフォーム（注文住宅）というのは早い。実際これがほとんどできないからリフォーム（注文住宅）が停滞するんですね。手を出して失敗してる住宅大手メーカーさんはたくさんあります。やはり同じ方がずっとそこにいて、もしくはペットのことがわかる方ですとか、もしくはペットがわかる相談窓口があるとかいうことが非常に重要なんだと思います。で、それはペット対応のリフォーム（注文住宅）素材でよく出てるというものよりも、むしろ推奨しているんですね。洗えるクロス・傷やおしっこに強い床・傷のつかない建具を使ってね、腰壁を使ってくださいと、いうものを推奨してますね。

■ペット飼養者に対する法的指導

時間がないので簡単に説明してますけれども、覚えておいてもらいたい法律があります。『動物愛護及び管理に関する法律』です。目的が、『動物の愛護』と『所有するペットの第三者に対する危害防止』という問題なんです。この『危害』というのに『生命・財産』ってありますけれども、実は『環境』も入るんです。糞尿の問題・鳴き声の問題。環境を侵害するとですね、これは民法の７１８条というのに抵触するんですけれども、『自分の飼っているペットによる第三者への損害・財産への侵害はしてはならない』ってふうになってるんです。これらは憲法もう皆さんおわかりだと思いますけど、第１条に書いてあるんですよね、民法上ペットを絡めた７１８条に書いてあるんですよね、なおかつ動物愛護の管理に関する法律にも書いてあるんですよね。実際に動物を殺した場合、１年間の懲役もしくは罰金、遺棄した場合・捨ててきた場合は３０万円以下の罰金、罰金ということは宅建料取り上げとか建築士取り上げということになります。あと動物愛護上ですね、損害賠償、当然慰謝料というのを相手から請求されます。民法上、動物はモノですけれども、ペットに関しては慰謝料の対象です。家族の一員、命ある動物ということで、慰謝料まで請求されます。で、ちゃんとした飼い方をしてない場合には、知事からの勧告、これは特に多頭飼いの場合です。知事からの勧告・命令があっても聞かない場合は罰金を受けます。当然この民法７１８条に抵触しますとね、相手方からの当然、損害賠償を正式に請求されるということになります。それを、防ぐためのリフォーム（注文住宅）対応というのはペットにとっても飼い主にとっても幸せですね。
■ペット共生住宅で重要なこと

建築市場の販売戦略・促進戦略ということにペットを使ってくださいと。で、実際にペットを使った場合というのは、このような集合住宅というものとリフォーム（注文住宅）市場というものについて話してきました。入居促進になるよ。分譲マンション、賃貸住宅。リフォームが出来れば新築も同じ提案なんですね。で、ターゲットの活用と新しい提案をしてください。ペット飼養者の意識と理解をするというのが、特にリフォーム（注文住宅）では重要です。で、ペット飼養者への企画提案というも重要です。ですから今回のわんにゃんホーマ・ペット共生住宅研究会においては、私がやってるＮＰＯの中ですでに７棟ペット住宅やらせてもらってます。そういうようなケーススタディというのがすごく重要なんですね。どんな提案したの？どんな感じになってるの？こういうのを集めていただくだけでも非常に意味があるかなと。

・宣伝費のコスト削減

それからもう一つは、ぼくの経歴見てもらえればわかるんですけど、大和ハウス出身なんですね、で、大和ハウスの販促というのは、Ａという企画を立てますと、仲間同士もしくは営業所でですね同じ販促物を使いまわしたりするんですよ。だから非常にコストが安くできます。今まで何軒か地元の建築会社さんリフォーム（注文住宅）会社さんのところに行きましたけれど、単独で一回のチラシのために何十万、場合によっては１００万単位のお金をかけてるんですよね。じゃあペットという切り口で皆さんで仲間になってやっていけば、その分だけでもコストが安くなるんじゃないですかという、そういう提案が必要なんじゃないかなというふうに思います。

・しっかりとしたバックボーン

で、あとはですね、営業戦略的な部分というのは、リフォーム（注文住宅）市場促進するためにこう書きましたけど、他社との差別化というのになりますよね。これは先ほど説明しましたけど、われわれのＮＰＯ法人があります。これはペットと暮らすことをテーマにしたＮＰＯ法人なんですね。で、その理念というのが『ヒューマン・アニマル・ボンド』といいます。『人と動物の共生』。その理念を持ったＮＰＯというものがありますね。『ヒューマン・アニマル・ボンド・ソサエティ』。実はその背景は動物病院から出てるんです。日本全国のシェアを持ってる厚生省認定の団体動物病院の会です。そこの初代会長が立ち上げたのが「日本ヒューマン・アニマル・ボンド・ソサエティ」です。そのためのペット共生住宅というのがわれわれのＮＰＯアニマル・ワンであり、その中の会として、特にリフォーム（注文住宅）及び建築会社さんが集まって立ち上げられたのが、わんにゃんホーマになります。で、ここは他社との差別化と提案・ターゲットの指導をしてくださいと。差別化は非常にできると思います。ターゲットは明確にしてますし、背景もしっかり持ってると。ペット飼養世帯をターゲットにしたペットリフォーム（注文住宅）をどんどん提案していただければいいなと。われわれも資料がどんどん集まってきてますので。問い合わせいただければ、参考になるケーススタディをお見せしますと。

・必要となる知識

実際にですね、建築会社さんがペットのリフォーム（注文住宅）とか新築をやる場合に、いろんな知識が必要なんです、実は。犬と猫でも違います。動物に関する法律の知識が出てきます。それから命ある動物に対する認識。これが一歩間違えると動物大好きな大家さん・地主さんにそっぽ向かれます。それから動物愛護協会さんとか日本愛玩動物協会さんとかいろんな愛護団体があります。われわれＮＰＯも関連して動いてますから、しっかりとしたポジショニングを持てるかなと。

それから動物に関する公衆衛生ですね。いろんな問題があります。こういう公衆衛生知っていくこのも重要なことですね。それからペットに関する病気。これは最近ペットが飼われ出したことによって、実は寝たきりとかの犬が出てきてるんですね。そのためのリフォーム（注文住宅）とか、実例としてあったりします。

あとは、予想される危害。こんな危害があるよ、だからリフォーム（注文住宅）対策しなきゃいけない。近隣住民に対する鳴き声。例えば、自分の家のわんちゃんが鳴いてる訳じゃなくてもいいんです。庭にわんちゃんがいて、うちの周りを散歩させてる犬に吠えたりするんですね。そうすると、うちの前を通る度に吠えると。そういう場合、見えないようにした方がいいんじゃない？というリフォーム（注文住宅）があります。それから散歩に行かせてない飼い主さんですと、犬がストレスたまるとどうなるかというと、植栽にトイレをしちゃうんですよ。じゃあ、その場合どういうふうにリフォーム（注文住宅）したらいいの？植栽に対するリフォーム（注文住宅）というのも出て参ります。あとは、ペット飼養入居者、これは賃貸ですね、入居者に対する意識ということですね。適正化法案とか、分譲住宅の問題になってきます。このようなですねいろんな問題持ってるんですね。

・さいごに

適正な共生のためにご協力いただければ、獣医師会・動物愛護団体等々に皆さんのことを認めていただけると。一番あった例は、建築会社さんが単独でやって、獣医さんに協力を求めたところ、けんもほろろに断られたと。そういうとこが数社あります。その数社はですね、ぼくが行ったところもあるんですけど、やはり背景をしっかりもって、どういう理念なんだというものをしっかり持つことは、動物扱うとき非常に重要になります。例えば、わんにゃんホーマさんには入らないと言ったとしても、動物愛護団体なり獣医師会なりにしっかり参加できるとこは参加して、適正な方法をしないと、「動物を利用してるだけだろ、お前らは」というふうになってしまうんですね。そうじゃないように進めていくのも一つの手かなと思います。
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